
======================================= 

ＳＴＢＪニュースレター(NO.21) 

======================================== 

メールアドレスをお持ちの皆様にＳＴＢＪの活動を 

ニュースレターとしてご紹介させて頂いています。 

ＳＴＢＪでは、個人会員の皆様とのコミュニケーションを 

活発にしていきたいと考えております。 

ご意見などありましたら、ご連絡ください。 

 

■□■□■□■□■□■□■□ 

2014年 1月～3月 

ＳＴＢＪ活動報告 

■□■□■□■□■□■□■□ 

【2014年 3月 4日】 

第 9回 STBJ決算理事会の実施 

時間：17：00- 

場所：結核予防会 大会議室 

出席した理事 11名 / 欠席した理事 24名 （うち委任状提出 13人） 

有効 24人 / 理事 35人中  

出席した監事 1名 

議 題  

・平成 25年決算報告 → 承認された。（決算書類は HPをご覧ください） 

・人事 → 並木能子理事が常任理事に就任 

 

【2014年 2月 6日】 

第 39回常任理事会の開催 

時間：17：00～18：30 

場所：水道橋ビル 5F 

＝議題＝ 

・アクションプラン改訂に向けて 

・結核ゆかりの地ツアー 

・人事：並木能子理事を常任理事に推挙 

 

＝外部会議等への参加＝ 

【2014年 1月 30日】 

第 113回 GII/IDIに関する外務省/NGO懇談会への参加 



時間：15：00～17：00 

場所：外務省南 287号室 

1.安倍総理のアフリカ訪問と保健 

2.来年度の予算案（当初予算）における保健関係案件 

3.UHCに関する日本政府の今後の取り組みについて 

4.世界基金増資会合の結果報告および今後の世界基金に関する日本政府の方針 

5.UNAIDS-Lancet委員会における日本のコミットメント 

6.SDGsにおける議論の現状と今後のプロセス 

7.Every Newborn: An Action Plan to End Preventable Death 

に対する日本政府のコミットメント 

8.次期 CSW（国連女性の地位委員会・3月）に対する日本政府のコミットメント 

 

【2014年 3月 3-4日】 

第 2回東南アジア、西太平洋、中東・地中海ナショナル STB フォーラム の開催 

開催場所：インドネシア ジャカルタ 

参加国：11 カ国 

テーマ：「私たちの結核の成功の拡大と継続」 

結核研究所 平山隆則先生が出席され、STBJの今年の重点テーマを発表した。 

 

【2014年 3月 20日】 

第 114回 GII/IDIに関する外務省/NGO懇談会への参加 

1.ポスト 2015の今後のプロセスにおける保健課題 

1）UHCがポスト 2015のシングルゴールに入る可能性 

2）HIV/AIDSなど、MDGsの Unfinished Agendaへの外務省としての取り組み 

3）UNAIDS-Lancet委員会における日本のコミットメント 

2.G8での保健課題 

3.個別課題 

1）栄養不良対策への支援について 

2）新生児死亡と UHCについて 

3）次期 CPD（国連人口開発委員会・4月）への対応方針 

4）NGO研究会について 

 

＝啓発活動＝ 

【2014年 2月 23日】 

インドネシア 伝統的影絵による啓発活動の実施 

時間：9：00-12：00 



場所：インドネシア ソロ スラカルタ市 

関係者：ストップ結核パートナーシップインドネシア、 

インドネシア結核予防会（PPTI）、ソロスラカルタ市、 

大塚製薬 

 

インドネシアの伝統的文化影絵「ワヤン」使って 

啓発活動を行った。観衆は、およそ 500名。 

3/24には、ローカルテレビ局で放映された。 

 

 

 

 

【2014年 3月 19日】 

記者発表 プレスリリース 

世界結核デー（3/24）直前！！ 

時間：15：00～ 

1）世界結核デー ～世界の結核最新状況とドラックラグ～ 

STBJ代表理事、結核研究所名誉所長 森享 

2）清瀬と結核療養の関わりについて 

～清瀬市の世界文化遺産登録に向けて～ 

渋谷金太郎（清瀬市 市長） 

島尾忠男（結核予防会顧問） 

3）インドネシアの伝統的影絵による啓発活動 

 

＝その他＝ 

【2014年 1月 9日】 

ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ勉強会 



時間：9：00～11：30 

場所：結核研究所 

・UHC：最近の話題 杉下智彦氏（JICA） 

・結核対策と UHC：カンボジアを例に 永井周子先生（RIT） 

 

【2014年 2月 11日-3月 2日】 

海外 NGOスタディプログラムの参加 

助成金￥565,178.- 

インドネシア結核予防会（PPTI）にて、 

国民皆保険がすすむなかでの結核対策について学んだ。 

 

-------***☆------**-----*-----***☆☆--*☆-----------**☆ 

※このニュースレターの配信を希望されない方は 

下記メールアドレスまでお知らせください。 

kaiin@stoptb.jp （担当 宮本/下谷） 

-------***☆------**-----*-----***☆☆--*☆-----------**☆ 

mailto:kaiin@stoptb.jp

